
 

産学協力研究委員会「日本におけるケミカルバイオロジーの新展開第 189 委員会」 

第 1 回 委員会 議事録 

 

・日時：平成２７年 6月 5日（金）15:00-15:20 

・場所： アルカディア市ヶ谷   会場 ４階 飛鳥 

・出席者： 

長田  裕之(理化学研究所)  穴澤 秀治(バイオインダストリー協会) 

阿部 圭一(サントリーグローバルイノベーションセンター) 岡部 隆義(東京大学) 

亀井 淳三(星薬科大学) 菊地 和也(大阪大学) 嶋田 泰宏(富士フイルム)  

清水 力(クミアイ化学工業) 新家 一男(産業技術総合研究所) 菅 裕明(東京大学) 

菅原 二三男(東京理科大学) 鈴木 賢司(大鵬薬品工業) 副島 義臣(ロート製薬) 

袖岡 幹子(理化学研究所) 桜井 邦弥(味の素製薬) 永野 栄喜(住友化学) 

巾下 広(小野薬品工業) 舛屋 圭一(ペプチドリーム) 水島 淳(日本たばこ産業) 

横田 博之(アステラス製薬) 吉田 稔(理化学研究所) 

ロドニー スティーブンス(大正製薬) 平野 弘之(理化学研究所) 

 

議事内容 

（１）「平成 27年度の活動について」 

委員長より以下の幹事会討議内容が説明された。 

・活動日程  

平成 27年度は第 189委員会設立総会 本日の第 1回をはじめ第 4回まで合計 5回を予定

している。 

第 2回 定例会 

開催日  9月 30日(水)-10月 1日(木) (金沢開催 1泊 2日予定) 

会場 金沢ふるさと偉人館 

講演 NPO法人 高峰譲吉博士研究会 

第 3回 開催日 12月 8日(火) (東京開催) 

第 4回 2016年 3月 2日(水) (東京開催) 

 各定例会で研究会を開催する。 研究会とその後の意見交換会は、各委員の所属機関か

らの参加も可とする。(委員以外の意見交換会に費用については別途開催ごとに連絡する) 

 

・講師候補 

第 2回の講師候補 穴沢委員より「NPO法人高峰譲吉博士研究会」 

第 3～4回の講師候補 

菅委員より「東京大学トランスレーショナル・リサーチ・イニシアティブ（TR 機構）特

任教授 加藤 益弘先生」 (後日 第 3回の講師内諾) 

 永野委員より「日本農薬工業会副委員長 (住友化学 健康・農業関連事業部門 統括) 

西本 麗代表取締役兼 専務執行役員」 



 をご紹介いただいた。     (後日 第 4回はご都合が悪く再調整となった) 

 

・委員会内規 

  設立総会資料で(案)となっており、委員会にて決議する予定、運営委員会を幹事会とす

る、委員任期など訂正し決定した。 

副委員長に穴澤委員 

 プログラム担当幹事は 研究会のプログラムを作成し、講師候補の選定と内諾を得て事

務局へ連絡する。(浅見委員 上村委員 横田委員) 

広報担当幹事は HP更新状況、研究会資料受領を確認し委員会広報誌を作成する。 

(阿部委員 桜井委員 永野委員)  

会計監査とて 遠藤委員を選任した。 

 

・予算 

  本年度は計 5回開催の予算で決定した。 

 

・学術システム研究センター研究員候補者の推薦について 

  委員長宛に学術システム研究センター研究員候補者の推薦依頼があった。 

アカデミアへの研究費審査に関わる業務、産業界からの参加も求められていることを

委員会に連絡した。 

 

（２）研究会 

 1. 「肥満・糖尿病に伴う中枢神経障害における内因性カンナビノイドの関与」 

星薬科大学 亀井淳三先生 

  2. 「味の素製薬㈱が進めるオープンイノベーションへの取り組み」 

味の素製薬㈱ 櫻井邦弥先生 

  3.  「COX-2 Inhibitors: "Hit" to candidate」 

大正製薬 スティーブンス ロドニー先生 

  4. 「創薬研究開発のパラダイムシフト」 

    ペプチドリーム株式会社 舛屋 圭一先生 

                                 以上 

   

 


